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高等学校の進路指導の方向性に影響する要因の検討
―適性の捉え方を基軸として―

室山晴美（労働政策研究・研修機構）
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問題・目的

年代前半に行われた調査では，高等学校の進路指

導の方向性に関して，偏差値中心の進学指導の因果モデ

ルおよび個性尊重の進学指導が行われるための因果モデ

ルが提示された（豊田・前田・室山・柳井， ）。

その後，少子化による高卒者数全体は減少しているも

のの，大学等への高等教育課程への進学率は大幅に上昇

している。さらに，一般入試方式だけでなく推薦入試等

を含む大学入試方式の多様化，早期からのキャリア教育

の推進など高校から大学等への進学や進路指導の状況に

影響すると考えられる様々な変化が生じてきた。そうい

った状況を踏まえ，本研究では，今日の高等学校におけ

る進路指導の方向性に関して，従来の研究において想定

された偏差値中心の指導の流れと個性尊重の指導の流れ

が現在でも確認できるかどうか，近年，高等学校に対し

て行われた進路指導（ここでは進学指導だけでなく進路

指導全般を含む）に関する調査データを用いて検討する。

方 法

調査対象と調査方式 全国高等学校便覧（厚生労働省）

に登録の高等学校のうち全日制課程をもつ学校に調査票

を送付，進路指導担当教員から回答を依頼。送付数は

4,924校（全日制4,821校，専門・専修学校103校）。 
実査期間 2015年12月～2016年１月 
回収率 1996校（全日制1956校，専門・専修学校40校）

から回答を得た。回収率は40.5％。本稿は全日制高校の

みを分析対象とした。 
調査項目 調査票には，進路指

導全般に関する項目が含まれる

が，本稿では以下の項目を取り

上げた。①適性の概念（何を適

性と捉えるか），②模試や偏差値

の重視度，③教科内での受験指

導必要性の認識（誰が必要と考

えているか），④進路指導の理念

（理念 ：進路指導を生き方，

人生設計や職業的・専門的自己

実現の教育の一環として実践，

理念 ：高 高 からではなく，

入学当初から生徒が適切な進路

先を主体的に選択するように援

助，理念 ：教科・科目の指導

で，人間としての態度や価値観

の育成，資質の養成等を十分考えて指導），⑤適性重視の

進路指導の必要性や実践に関する項目である。各項目は

段階評定尺度とした。

結果・考察

偏差値を中心とする進路指導の方向性に関しては，能

力中心の適性観，偏差値への信頼，教科内受験指導必要

性の認識という構成概念を設定した。個性尊重の進路指

導の方向性に関しては，パーソナリティ中心の適性観，

進路指導の理念，適性重視の進路指導という構成概念を

設定した。 に構成概念とそれに含まれる観測変

数から成るパス図を示す。共分散構造分析を行った結果，

， ， ， であり，

十分な適合度が示された。能力中心の適性観→偏差値へ

の信頼→教科内受験指導必要性の認識への標準化推定値

は ％水準ですべて有意である。また，パーソナリティ

中心の適性観→進路指導の理念→適性重視の進路指導へ

のパスも有意であった 。他方，能力中心の適性観

→進路指導の理念に向かうパス，パーソナリティ中心の

適性観→偏差値への信頼に向かうパスの値は小さい。さ

らに，偏差値への信頼→適性重視の進路指導，進路指導

の理念→教科内受験指導必要性の認識に向かうパス値も

小さかった。以上から，教員が持っている適性観が偏差

値への信頼や進路指導の理念の認識を媒介として進路指

導の方向性に少なからず影響している可能性が示され，

この結果は 年代初めの因果モデルと大きく変わって

はいなかった。
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自尊感情を高める教師の指導について（ ）
―自尊感情の領域の観点から―
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高山瑞己（岡山大学）

キーワード：領域特定的な自尊感情，教師の指導，小学生

目 的

近年, 教育現場で自尊感情や自己肯定感を高める

ことが重視されている。そしてこれらを高める鍵は

教師の働きかけであろう。自尊感情を高める教師の

働きかけを考える際，2 つの働きかけ方を想定でき

る。一つは学業や得意なこと等，児童の小さな良さ

を見つけて励ます方法，もう一つは，学級への適応

を促し，クラスとの一体感を通して働きかける方法

である。加えて，有効な教師の働きかけは，児童生

徒の年齢や性別によっても異なると予測できる。

他方で自尊感情は学業成績や容姿等，様々な下位

領域で構成されることが知られている (中間 2016)。
これらの領域と自尊感情の関係を検討すれば，教師

はどの領域に注目することで児童の自尊感情を育む

ことができるのかを知ることができるかもしれない。

そこで本稿では，小学生の自尊感情を構成する下位

領域を明らかにし，自尊感情全体との関係を検討す

ることで，教師の具体的な支援の方向性を探ること

を目的とする。

方 法

A 県内の公立小学校に質問紙を配布し，回答を求

めた。調査時期は 2018 年 9 月である。分析対象とな

った調査対象者は小学 5, 6 年生 286 名 (5 年男子 73
名，5 年女子 76 名，6 年男子 65 名，6 年女子 72 名)。
質問紙は無記名で行なった。回答は「1．あてはまら

ない」～「4．かなりあてはまる」の 4 件法で行った。

質問紙の構成 自尊感情は山本・松井・山成 (1982)
の自尊感情尺度から全10項目採用した。「領域特定的

な自尊感情」については，まず，下位領域として6つ

の領域 (「学業」「社会」「運動」「容姿」「家族」「社

交性」) を設定した。次に，先行研究 (高知県教育セ

ンター，2006) を参考に，各領域の質問項目を設定

した。具体的には，6領域のそれぞれに，自尊感情の

3つの構成概念(①包み込まれ感覚，②自己効力感，

③自己受容感)を問う3項目ずつの質問を作成した。

結果と考察

領域を特定する因子分析 自尊感情の下位領域を

明らかにするために, 領域特定的な自尊感情として

設定した質問項目について, 最尤法・プロマックス

回転による因子分析を行った。その結果，信頼性の

高い5因子「学業 (α=.805)」「運動 (α=.819)」「容姿

(α=757)」「家族 (α=780)」「社交性 (α=.804)」の5
領域が抽出された。

領域と自尊感情の関係 自尊感情得点 (自尊感情尺

度；α=.847) を従属変数, 5つの領域の得点を説明変

数とし，重回帰分析を行なった。その結果，男女を

込みにした分析では，全ての領域が同程度に自尊感

情に関係していることが窺えた。そこで男女別に分

析すると，男女ともに「学業」が高い値を示した。

加えて男子は「運動」，女子は「学業」が他の領域よ

り高いことがわかった。性差は「家族」に見られ，

女子では関連が高く，男子では差が見られなかった。

以上の結果から，児童の自尊感情は，男女ともに

学業が大きな比重を占めることが示唆された。つま

り，教師が基礎学力の充実に力を注ぐという，最も

基本的な指導が，児童の自己肯定感や自尊感情を高

めることが窺えた。加えて男子では自分の力

を高める運動，女子では周囲との調和を図る

家族，社交性が自尊感情と関わっていた。
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